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1章 序文 

1-1はじめに 

この度は、BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑをお買い求めいただき、誠にありがとうございます。 

この「取扱説明書」は、BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑについての仕様、操作方法、注意事項などを解説したものです。

正しく安全にお使いいただくため、この「取扱説明書」をよくお読みください。お読みになった後は、いつ

でも見られるところに必ず保管してください。 本製品の機能を皆様に、十分に使いこなしていただくために、

この取扱説明書がお役に立てれば幸いです。 

1-1-1本書について 

 本書は、次の 3 つのｾｸｼｮﾝで構成されています。 

 Section 1 本書の紹介 

 Section 2 使用上の注意、接続、操作など本製品の基本的な操作 

 Section 3 保証と修理などの付録情報 

本製品をはじめてお使いになる場合は、該当する各ｾｸｼｮﾝをよくお読みになり、製品を十分ご理解の上、正し

くお使いください。 

1-2本書の表現について 

1-2-1省略語 

本書では、次の省略語を使用しています。本書を読まれる際には、適宜置き換えて読んでください。 

●BI  ﾊﾞｲｵｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ 

●Z-FU  Z-ﾌｫｰｶｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 

●BMC  ﾊﾞｲｵﾓｰﾀｰﾗｲｽﾞﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ 

1-2-2登録商標 

本書では、次のｷｰﾜｰﾄﾞが出てきます。 



    

~ 6 ~ 

●Hyperterminal® Microsoft 社 

1-2-3書体 

本書では、特別な表現をする場合、次のような書体を用います。 

●太字  注意を促す場合、もしくは強調する場合 

1-2-4ﾊｰﾄﾞｳｪｱ 

本書では、B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）、顕微鏡、ｷｰ、ｽｲｯﾁ、ﾗﾝﾌﾟ等のﾊｰﾄﾞｳｪｱについて、[…]ｷｰ、[…]ﾗﾝﾌﾟ、[…]

ｽｲｯﾁ、[…]ｽｲｯﾁのﾉﾌﾞ、[…]ﾊﾝﾄﾞﾙという表現をします。 

例： 

●[…]ｷｰ  [Home]ｷｰ 

●[…]ﾗﾝﾌﾟ [電源]ﾗﾝﾌﾟ 

●[…]ｽｲｯﾁ [DIP]ｽｲｯﾁ 

●[…]ｽｲｯﾁのﾉﾌﾞ [粗動調整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁのﾉﾌﾞ 

●[…]ﾊﾝﾄﾞﾙ [粗動]ﾊﾝﾄﾞﾙ 

1-3特長 

1-3-1B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ） 

●顕微鏡の[粗動]ﾊﾝﾄﾞﾙに装着し、ﾓｰﾀ駆動の伝達部を[微動]ﾊﾝﾄﾞﾙに圧着することによって、焦準のためのﾊﾝﾄﾞ

ﾙ操作をﾓｰﾀ動力で行うためのﾌｫｰｶｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄです。顕微鏡本体に追加加工を施すことなく簡単に取り付けること

ができます。 

●複数の顕微鏡の[粗動]ﾊﾝﾄﾞﾙへ取り付けることができます。（左右自在） 

●ﾓｰﾀは、5 相ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾀを採用し、専用ｺﾝﾄﾛｰﾗにより制御が可能です。 

●ﾓｰﾀ部に設けられた[手動操作用]ﾊﾝﾄﾞﾙで手動による焦準も可能です。  

1-3-2B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ） 

●正面ﾊﾟﾈﾙに頻繁に使用するｽｲｯﾁ、ｷｰを集約。使い易さを優先させたｺﾝﾊﾟｸﾄなﾃﾞｻﾞｲﾝが特徴です。 

●側面には微動に便利な[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁ、正面には粗動用の[粗動調整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁを配置して優れた操作性

を実現。 

●ﾓｰﾀの回転方向の切替えができます。 



    

~ 7 ~ 

●ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと RS-232C 接続することにより、ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定やﾃｽﾄ用のﾘﾓｰﾄ運転が可能です。また、様々な制御

ｿﾌﾄにより多彩なﾘﾓｰﾄ制御が可能です。 

●入力電源は、付属の専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使用することで AC100V-240V（50/60Hz）に対応します。 

1-3-3B303N（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ BIZ-FUN）：N には、0 から始まる数字が入ります 

●ご利用の顕微鏡を販売店にお伝えください。ｱﾀﾞﾌﾟﾀは、後に示す対応表に掲載しております。顕微鏡に最適

なｱﾀﾞﾌﾟﾀを用いることで、上記の機能を余すことなく使用することができます。 

●また、異なる顕微鏡をお使いの場合、別のｱﾀﾞﾌﾟﾀのご購入に関しては、販売店にお問い合わせください。な

お、随時対応機種の刷新を施しておりますので、最新の情報をお求めください。 

1-3-4B30101（BI1Z-FU 圧着ﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑ） 

●B30101（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑ）は、上記の B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）、B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰ

ﾗ）及びご利用の顕微鏡対応の B303N（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ BIZ-FUN）1 個により構成されています。 

1-4ご使用の前に 

1-4-1本製品の電源について 

B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ）を駆動するための電源が別途必要です。付属の専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀをご使用くだ

さい。 

1-4-1-1注意 

付属の B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ）専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ以外の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使用すると故障や破損の恐れがあ

ります。絶対に専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ以外の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを接続しないでください。 

1-4-2安全にお使いいただくために 

●本製品は学術・研究等を対象とした汎用品として製作されたものです。従いまして、人命に関わるような

状況下での使用やｼｽﾃﾑ用としての使用を目的として、設計・製造されたものではありません。 

●本製品は厳重な品質管理体制の下に製造しておりますが、本製品の故障により重大な事故または損失の発

生が予想される設備への適用に対しては、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟやﾌｪｲﾙｾｰﾌ機能をｼｽﾃﾑに設置してください。 
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1-4-3ご採用に際してのご注意 

当社の責に帰することができない事由から生じた損害、当社製品の故障に起因するお客様での機会損失、逸

失利益、当社の予見の有無を問わず特別の事由から生じた損害、二次損害、事故補償、当社製品以外への損

傷およびその他の業務に対する保証については、当社は責任を負いかねます。 

1-5付属品について 

 本製品の付属品は下記のとおりです。機種により付属品が異なりますので、お使いになる前にご確認くだ

さい。 

1-5-1■B30101（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑ） 

B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）....................................................................... 1 

B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ）.................................................................... 1 

B303N（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ BIZ-FUN）......................................................................... 1 

専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ ................................................................................. 1 

取扱説明書（本書）.............................................................................. 1  

1-6使用上のご注意 

 本製品は、安全に十分配慮して設計されています。ただし、間違った使い方をすると、火災や感電などに

よる人身事故につながることがあり危険です。このような事故を防ぐため注意事項を必ずお守りください。 

●機械的障害の無い環境で 

ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾕﾆｯﾄが壊れる可能性がありますので、機械的障害がある状態で、ﾓｰﾀｰﾓｼﾞｭｰﾙを動作させないでください。 

●異常が発生したら 

使用中に異音・異臭・発煙などが発生した場合には、すぐに使用を中止し、ｺﾝﾄﾛｰﾗの電源を OFF にして、お

買い上げの販売店までご連絡ください。 

●衝撃を与えないでください 

本製品は精密部品で構成されております。衝撃を与えてしまう恐れのある

ところ、他の機器からの振動の悪影響を受ける恐れのあるところで使用し

ないでください。保証された精度内の動作が行えなくなってしまいます。 

●水を避けてください 

本製品に水などがかかると大変、危険です。そのような所での使用は避け
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てください。 

●急激な温度変化は避けてください 

直射日光の当たる所、ｴｱｺﾝ・暖房器具などの近くや、急激に温度が変化す

る場所では、使用しないでください。 

●ｺﾈｸﾀの脱着 

電源の入った状態でのｺﾈｸﾀ脱着は、故障の原因となりますのでお止めくだ

さい。ｺﾈｸﾀの脱着は、電源を切った状態で行ってください。 

●移動中のﾊﾝﾄﾞﾙに触れないでください 

ｺﾝﾄﾛｰﾗによる操作を行っているときは、移動中のﾊﾝﾄﾞﾙに触れたりしないで

ください。正確な動作ができなくなり、故障や動作不良の原因となるばかりでなく、指などを巻き込みけが

をする恐れがあります。 

●使用電源 

本製品への電源は、「専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ」を使用してください。これ以外の電源は、使用できませんのでご注意

ください。 

●放熱用ｽﾘｯﾄを塞がないでください 

本製品は、通電時かなりの発熱があります。放熱用ｽﾘｯﾄは絶対に塞がない

でください。また、通気の悪い場所では使用しないでください。 

●分解や改造をしないでください 

ｚ本製品は精密に調整されていますので、分解や改造は絶対に行わないで

ください。故障や動作不良の原因になります。分解や改造を起因とする精

度低下や故障が発生した場合、保証が適応できなくなります。 

改造や追加工が必要な場合には、販売店までご相談ください。 

●磁気記録ﾒﾃﾞｨｱを近づけないでください 

ﾃﾞﾊﾞｲｽに使用されているには強力なﾏｸﾞﾈｯﾄが使われています。ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ、MO ﾃﾞｨｽｸ、ｶｾｯﾄﾃｰﾌﾟ等の磁気記録

ﾒﾃﾞｨｱをﾃﾞﾊﾞｲｽに近づけないでください。内臓ﾃﾞｰﾀを破損する恐れがあります。 

●使用環境にご注意ください 

温度の極端に高いところや低いところ、温度変化の激しいところ、ほこりの多いところ等では使用しないで

ください。本製品は、周囲温度：10～40℃、湿度：20～80%RH（結露不可）でご利用ください。 

●ﾃﾞﾊﾞｲｽを運搬する際は 

ﾃﾞﾊﾞｲｽを運搬する際は、十分気をつけてください。[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁや[手動操作用]ﾊﾝﾄﾞﾙを持って運搬しな

いでください。 

●輸送する際の梱包 

ﾃﾞﾊﾞｲｽを運搬する際は、各ﾓｼﾞｭｰﾙに分解したうえで、可能な限り当社ｵﾘｼﾞﾅﾙの箱に梱包してください。 

●駆動できるﾓｰﾀ電流 
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本製品で、駆動できるﾓｰﾀ電流は、0.75A／相です。これと異なる（例えば 1.4A／相などの）ﾓｰﾀは駆動しな

いでください。また、指定以外の結線方式のﾓｰﾀも使用しないでください。 
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2章 基本操作 

2-1ご使用までの手順 

 本製品を使用するための手順は次の通りです。この「ご使用までの手順」は、本製品をすぐに使ってみた

いという方のために、おおよその手順を示しております。各項目の詳しい説明については、それぞれの参照

先をご覧ください。 

2-1-1B30201 の取り付け 

 B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）を顕微鏡に取り付けます。 

参照：B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）の取り付け 

2-1-2接続 

 B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ、AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ等の接続を行

います。 

2-1-2-1-1注意 

●B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）が接続されていない状態で、ｺﾝﾄﾛｰﾗの電源を入れないでください。故障の原

因となる場合があります。 

参照：接続 

2-1-3ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

 RS232C に接続したｺﾝﾋﾟｭｰﾀにて、ﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙⓇ通信によりﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定を変更することができます。なお、初

期設定値が入っておりますので、本項目を省略し、次の[DIP]ｽｲｯﾁ設

定に移ることができます。 

2-1-4[DIP]ｽｲｯﾁ設定 

 背面の[DIP]ｽｲｯﾁでﾘﾐｯﾄｾﾝｻ論理やﾓｰﾀ回転方向などの各種設定を行
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います。 

参照：[DIP]ｽｲｯﾁの設定 

2-1-5電源 ON！ 

 電源ﾌﾟﾗｸﾞをｺﾝｾﾝﾄに接続して電源ｽｲｯﾁを入れます。 

2-1-6B30101（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑ）が使用できます 

 手順 1-5 が終了すれば、B30101（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑ）が使用でき

ます。 

2-1-7制御ｿﾌﾄ上での設定 

 RS232C にて接続した PC 上の制御ｿﾌﾄで認識・設定することにより、制御ｿﾌﾄ上でﾘﾓｰﾄ制御することが可

能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    

~ 13 ~ 

2-2各部の名称と働き 

2-2-1正面ﾊﾟﾈﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2-1-1①[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁ 

微動ﾀﾞｲﾔﾙｽｲｯﾁです。[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁを回す速さに対応してﾓｰﾀが回転します。 

時計回り (CW: “   ”): 下がる (far/ near*1) 

反時計回り(CCW: “   ”): 上がる (near/ far*1) 

*1:far/ near かは、焦点位置[Home]（原点）によって異なります。 

【参考】 

[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁの分解能は、[DIP]ｽｲｯﾁ No.6 の設定で 100 ﾊﾟﾙｽ／1 回転または 50 ﾊﾟﾙｽ／1 回転のどちら

かを選択できます。（初期設定値： 100 ﾊﾟﾙｽ／1 回転）  

2-2-1-2②[粗動調整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁ 

粗動ｼｬﾄﾙｽｲｯﾁです。 

上方向( “   ”): 下がる (far/ near*1) 

下方向( “   ”): 上がる (near/ far*1) 

*1:far/ near かは、焦点位置[Home]（原点）によって異なります。 

 また、[粗動調整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁのﾉﾌﾞは傾ける角度によって、低速と高速の 2 段階で移動速度を変化させることが

できます。[粗動調整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁのﾉﾌﾞを放し、動作を終了させると、元の[粗動調整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁのﾉﾌﾞのﾊﾞﾈがﾆｭｰﾄﾗ

ﾙ位置に戻ります。 

【参考】速度設定の初期値は、低速： 250pps、高速： 1,500pps、加減速時間： 100msec です。 

③ 

① 

② 

④ 
⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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2-2-1-3③[Ⅰ]ｷｰ 

任意の焦点位置[Ⅰ]の設定、及び焦点位置[Ⅰ]へ移動開始（中止）します。 

2-2-1-4④[Ⅱ]ｷｰ 

任意の焦点位置[Ⅱ]の設定、及び焦点位置[Ⅱ]へ移動開始（中止）します。 

2-2-1-5⑤[Home]ｷｰ（原点） 

観察中の焦点位置[Home]（原点）の設定、及び焦点位置[Home]へ移動（原点復帰）を開始（中止）します。 

2-2-1-6⑥[制御ﾓｰﾄﾞ表示]ﾗﾝﾌﾟ 

ｱｸﾃｨﾌﾞ状態の制御ﾓｰﾄﾞを[制御ﾓｰﾄﾞ表示]ﾗﾝﾌﾟの点灯にて、知ることができます。設定ﾓｰﾄﾞ「Set「設定ﾏｰｸ」」中

には、赤く点灯しますが、操作ﾓｰﾄﾞ「Operate「操作ﾏｰｸ」」中では、消灯します。 

2-2-1-7⑦制御ﾓｰﾄﾞ切替えｽｲｯﾁ[Set/Operate]ｷｰ 

制御ﾓｰﾄﾞ切替えｽｲｯﾁを押す毎に「設定ﾓｰﾄﾞ」「Set「設定ﾏｰｸ」」と「操作ﾓｰﾄﾞ」「Operate「操作ﾏｰｸ」」が交互に

切り替わります。 

2-2-1-7-1設定ﾓｰﾄﾞ「Set「設定ﾏｰｸ」」時 

設定ﾓｰﾄﾞ「Set「設定ﾏｰｸ」」時は、[Home]ｷｰ、[Ⅰ]ｷｰ、[Ⅱ]ｷｰ、[Set/Operate]ｷｰの各ｷｰ及び[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯ

ﾁ、[粗動調整]ｽｲｯﾁが有効です。 

1 番目に、[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁ、[粗動調整]ｽｲｯﾁによって、焦点位置を移動させます。 

2 番目に、設定ﾓｰﾄﾞ「Set「設定ﾏｰｸ」」時、[Home]ｷｰを押すことによって、現在の位置を焦点位置[Home]（原

点”0”）に設定します。 

3 番目に、設定ﾓｰﾄﾞ「Set「設定ﾏｰｸ」」時、 [Ⅰ]ｷｰを押すことによって、現在の位置を焦点位置[Ⅰ]に設定しま

す。 

4 番目に、設定ﾓｰﾄﾞ「Set「設定ﾏｰｸ」」時、 [Ⅱ]ｷｰを押すことによって、現在の位置を焦点位置[Ⅱ]に設定しま

す。 

2-2-1-7-2操作ﾓｰﾄﾞ「Operate「操作ﾏｰｸ」」時 

操作ﾓｰﾄﾞ「Operate「操作ﾏｰｸ」」時は、[Home]ｷｰ、[Ⅰ]ｷｰ、[Ⅱ]ｷｰ、[Set/Operate]ｷｰの各ｷｰ及び[微動調整ﾀﾞｲ

ﾔﾙ]ｽｲｯﾁ、[粗動調整]ｽｲｯﾁが有効です。 

操作ﾓｰﾄﾞ「Operate「操作ﾏｰｸ」」時、[Home]ｷｰを押すことによって、焦点位置[Home]に移動（原点復帰）を

開始します。 
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操作ﾓｰﾄﾞ「Operate「操作ﾏｰｸ」」時 、[Ⅰ]ｷｰを押すことによって、焦点位置[Ⅰ]に移動を開始します。 

操作ﾓｰﾄﾞ「Operate「操作ﾏｰｸ」」時 、[Ⅱ]ｷｰを押すことによって、焦点位置[Ⅱ]に移動を開始します。 

2-2-1-8⑧Power 

誤操作防止ｶﾊﾞｰを搭載した主電源ｽｲｯﾁです。電源 ON で緑色に点灯し、OFF で消灯します。電源を再投入す

るときは、5 秒以上経過してから実施してください。 
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2-2-2背面ﾊﾟﾈﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2-2-1⑨[DIP]ｽｲｯﾁ 

ﾘﾐｯﾄｾﾝｻ論理、原点復帰ﾓｰﾄﾞ、通信設定などを行います。詳しくは、「[DIP]ｽｲｯﾁの設定」をご覧ください。ﾃﾞ

ﾌｫﾙﾄでは、すべて OFF に設定されています。  

2-2-2-2⑩Reset SW（ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ） 

障害発生時など本体のｼｽﾃﾑをﾘｾｯﾄするときに使用します。ﾘｾｯﾄは電源 ON の状態で行ってください。ﾘｾｯﾄｽｲｯ

ﾁが押されると、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定など全ての設定が初期値に戻ります。  

2-2-2-3⑪RS-232C ｺﾈｸﾀ 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続するためのｺﾈｸﾀです。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀによるﾘﾓｰﾄ制御（制御ｿﾌﾄ、ﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙ®）を行う際に使用します。 

2-2-2-4⑫Adapter 接続ｼﾞｬｯｸ 

専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを接続します。 

2-2-2-4-1注意 

●付属の専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ以外を接続しないでください。  

2-2-2-5⑬Motor 接続ｺﾈｸﾀ 

B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）に接続されているｹｰﾌﾞﾙを接続します。 

⑬ 

⑨ 

⑩ ⑪ 

⑫ 
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2-2-3B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2-3-1⑭B303N（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ BIZ-FUN） 

取り付ける顕微鏡に合うｱﾀﾞﾌﾟﾀを使用してください。本ｱﾀﾞﾌﾟﾀは、顕微鏡[粗動]ﾊﾝﾄﾞﾙと B30201（BIZ-FU 圧

着ﾀｲﾌﾟ）の間に挟みこみます。本製品には、ご選択頂いたｱﾀﾞﾌﾟﾀが 1 種類付属します。また、異なる顕微鏡を

お使いの場合、別のｱﾀﾞﾌﾟﾀのご購入に関しては、販売店にお問い合わせください。なお、随時対応機種の刷新

を施しておりますので、最新の情報をお求めください。 

2-2-3-2⑮B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）取り付けﾈｼﾞ（3 か所） 

このﾈｼﾞを使用して B303N（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ BIZ-FUN）を締め付けることによって、B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）本

体を[粗動]ﾊﾝﾄﾞﾙに固定します。詳しくは、「B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）の取り付け」をご覧ください。  

2-2-3-3⑯圧着位置調整ﾈｼﾞ（1 か所） 

ﾓｰﾀ軸先端と顕微鏡[微動]ﾊﾝﾄﾞﾙの圧着取り付け位置を調整します。ﾓｰﾀ軸先端と[微動]ﾊﾝﾄﾞﾙ先端を圧着させ、

さらに 1～1.5mm 程度ﾓｰﾀ軸のﾊﾞﾈを押し込み、ﾈｼﾞを締め当て固定します。  

2-2-3-4⑰ｹｰﾌﾞﾙｺﾈｸﾀ 

本体に接続されているｹｰﾌﾞﾙ先端のｺﾈｸﾀを使用して、B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ）の「Motor 接続ｺﾈｸﾀ」

と接続します。  

2-2-3-5⑱[手動操作用]ﾊﾝﾄﾞﾙ 

手動でﾓｰﾀを回します。手動での焦準やﾌｫｰｶｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄの取り付け状態の確認に使用します。 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰ 

⑱ 
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2-2-3-5-1注意 

[手動操作用]ﾊﾝﾄﾞﾙを操作するときは、B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ）の電源が“OFF”の状態で行ってくださ

い。通電状態で高負荷操作を行った場合、設定された焦点位置[Home]、焦点位置[Ⅰ]、焦点位置[Ⅱ] に狂い

が生じる可能性があります。  

2-3B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）の取り付け  

B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）を顕微鏡の[粗動]ﾊﾝﾄﾞﾙに取り付けます。 

●ﾓｰﾀ回転方向の切替えができますので、左右の[粗動]ﾊﾝﾄﾞﾙに取り付けた際に、操作感覚の一致するようにﾓｰ

ﾀ回転方向を調整ください。  

2-3-1準備 

①B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）は、円盤形ではなく、円筒形の[粗動]ﾊﾝﾄﾞﾙに

取り付けます。取り付ける顕微鏡の種類とﾊﾝﾄﾞﾙの形状を確認してください。 

②顕微鏡の各部を操作して、B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）を取り付けるため 

の十分なｽﾍﾟｰｽを確保してください。 

2-3-2取り付け 

①顕微鏡機種と[粗動]ﾊﾝﾄﾞﾙの形状に合った B303N（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ BIZ-FUN）を

用意します。 

②B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）取り付けﾈｼﾞ（3 か所）と圧着位置調整ﾈｼﾞ

（1 か所）を完全に緩めます。 

③先に B303N（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ BIZ-FUN）を[粗動]ﾊﾝﾄﾞﾙにはめ、B303N（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

BIZ-FUN）の爪（ｽﾄｯﾊﾟｰ）部で引っかかるまで挿入します。 

④次に B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）をはめ込みます。 

2-3-2-1-1注意 

ﾈｼﾞの締め付けには、2.5mm 六角ﾚﾝﾁを使用します。3 か所のﾈｼﾞの位置に

ご注意ください。必要に応じて BIZ-FU（圧着ﾀｲﾌﾟ）本体を回転して、固

定してください。 

B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）固定ﾈｼﾞ（3 か所）を均等に締め付けます。

[粗動]ﾊﾝﾄﾞﾙ 

[微動]ﾊﾝﾄﾞﾙ 

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 



    

~ 19 ~ 

その際、BIZ-FU（圧着ﾀｲﾌﾟ）本体を顕微鏡側に軽く押しつけるようにして固定してください。 

2-3-2-1-2注意 

●B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）を強く押しつけすぎると、ﾓｰﾀが破損する恐れがありますので、注意してく

ださい。 

●B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）の中心軸と[粗動]ﾊﾝﾄﾞﾙ及び[微動]ﾊﾝﾄﾞﾙ中心軸が一致していることを確認して

ください。B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）本体を曲がって取り付けた場合、固定が不十分の場合には正確な操

作ができません。 

⑤次に位置調整を行います。B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）のﾓｰﾀ部を保持して、[微動]ﾊﾝﾄﾞﾙ側に押しながら、

[微動]ﾊﾝﾄﾞﾙ先端とﾓｰﾀ軸先端が当たったことを確認し、その位置からさらに 1.0～1.5 mm 程度押しつけた状

態で、圧着位置調整ﾈｼﾞ（1 か所）を締め付けます。 

①[手動操作用]ﾊﾝﾄﾞﾙを 1回転以上回して、回転ﾑﾗがなく顕微鏡の焦準機構がｽﾑｰｽﾞに動くか確認してください。 

2-3-2-1-3注意 

焦準機構がｽﾑｰｽﾞに動かない場合は、上記手順を参照し、各構成品の位置を再度確認してください。 
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2-4接続 

次の図を参考にして接続を行ってください。 

 

 

2-4-1-1-1注意 

● B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ）の電源を入れるときは、必ず B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）が接続され

ていることを確認してください。B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）が接続されてない状態での電源の投入や操作

は、ﾄﾞﾗｲﾌﾞ回路故障の原因となる場合があります。 

●図は基本的な接続の一例です。ﾘﾓｰﾄ操作を行わない場合は、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの接続は必要ありません。 

●各機器の接続を行うときは、すべての電源が “OFF”の状態で行ってください。 

●ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとの通信ｹｰﾌﾞﾙ（RS-232C）は本製品には付属しておりません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PC 

B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ） B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ） 

AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
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2-5[DIP]ｽｲｯﾁの設定 

 B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ）の[DIP]ｽｲｯﾁで各種設定を行います。[DIP]ｽｲｯﾁの機能と動作は、下表のと

おりです。 

 

 

2-5-1-1-1注意 

[DIP]ｽｲｯﾁの切換は、必ず B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ）の電源が“OFF”の状態で行ってください。電源 “ON”

の状態で行った場合、機能が有効にならないばかりでなく、故障の原因となります。 

 

SW No. 機能   OFF（初期設定）  ON 

1 ﾘﾐｯﾄｾﾝｻ論理  ﾉｰﾏﾙｵｰﾌﾟﾝ（A 接点動作） ﾉｰﾏﾙｸﾛｰｽﾞ（B 接点動作） 

2 原点復帰ﾓｰﾄﾞ  ﾓｰﾄﾞ”9”   ﾊﾟﾗﾒｰﾀ”03”の設定で動作 

3 通信設定   9600,8,PN,S1, CR+LF ﾊﾟﾗﾒｰﾀ”51”、”53”の設定 

4 ﾓｰﾀ回転方向  ﾊﾟﾗﾒｰﾀ”18”の設定で動作 逆転 

5 粗動 調整.の移動方向 正転   逆転 

6 微動調整ﾀﾞｲﾔﾙの分解能 100 ﾊﾟﾙｽ／1 回転  50 ﾊﾟﾙｽ／1 回転 

7 未使用   -   - 

8 未使用   -   - 

 

● 工場出荷時は、すべて “OFF”に設定されています。  

● No.7, 8 の[DIP]ｽｲｯﾁは、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用に使用しています。工場出荷時の位置（“OFF”）から絶対に変更しない

でください。 
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2-5-2[DIP]ｽｲｯﾁの機能説明 

2-5-2-1No.1 ﾘﾐｯﾄｾﾝｻ論理の設定 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.-: 専用 

ﾘﾐｯﾄｾﾝｻがない B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）を接続する場合は、（ﾉｰﾏﾙｵｰﾌﾟﾝ）に設定します。 

2-5-2-2No.2 原点復帰ﾓｰﾄﾞの設定 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.-: 専用 

B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）を接続する場合は、「DIP SW：OFF」（原点復帰ﾓｰﾄﾞ “9”）に設定します。 

●「DIP SW：ON」の場合、原点復帰ﾓｰﾄﾞの初期値は“ﾓｰﾄﾞ 1”に設定されています。 

●「DIP SW：OFF」の場合、原点復帰を実行するとﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.03 の設定に関係なく、原点復帰ﾓｰﾄﾞ “9”で動

作します（ﾘﾓｰﾄ制御時も同様）。  

2-5-2-3No.3 RS-232C 通信設定 

B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ）を通信制御する場合の RS-232C 通信設定を行います。 

●「[DIP] SWITCH：OFF」:  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.-: 専用 

ﾎﾞｰﾚｲﾄ (bps): 9600 

ﾋﾞｯﾄ長: 8 

ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ: None 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ: 1 

ﾃﾞﾘﾐﾀ：CR+LF 

 

●「[DIP] SWITCH：ON」:  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.53 

ﾎﾞｰﾚｲﾄ (bps): 0:38400, 1:4800, 2:9600 (初期値), 3:19200 

ﾋﾞｯﾄ長: 0:L8 (初期値), 1:L7 

ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ: 0: PN (None: 初期値), 1: PE (偶数), 2: PO (奇数) 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ: 0:S1 (1: 初期値), 1:S2 (2) 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.51 

ﾃﾞﾘﾐﾀ: 0: CR+LF (初期値), 1: CR, 2: LF, 3: CR+LF  

詳しくは、「ﾊﾟﾗﾒｰﾀ」をご覧ください。 
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2-5-2-4No.4 ﾓｰﾀ回転方向の選択 

●「[DIP] SWITCH：OFF」:  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.18 

ﾓｰﾀ回転方向の選択:  

0: 正転 ([+] が CW: 初期値) 

1: 逆転 ([+] が CCW) 

 

●「[DIP] SWITCH：ON」:  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.-: 専用 

ﾓｰﾀ回転方向の選択:  

1: 逆転 ([+] が CCW) 

2-5-2-4-1注意 

[DIP]ｽｲｯﾁやﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.18 の設定を変更してﾓｰﾀの回転方向を変更した場合は、それまで設定されていた座標

値が無効となり、設定されたｿﾌﾄﾘﾐｯﾄ焦点位置[Ⅰ]、焦点位置[Ⅱ]に狂いが生じます。必ず、焦点位置[Home]

（原点）の設定、及び焦点位置[Home]へ移動開始（原点復帰）を行ってください。  

2-5-2-5No.5 [粗動調整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁの移動方向の選択 

●「[DIP] SWITCH：OFF」:  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.-: 専用 

[粗動調整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁの移動方向の選択: 

0: 正転 ([+/ 上] が CW: 初期値)  

 

●「[DIP] SWITCH：ON」:  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.-: 専用 

[粗動調整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁの移動方向の選択: 

1: 逆転 ([+/ 上] が CCW) 

顕微鏡と装着する[微動]ﾊﾝﾄﾞﾙの方向によって [微動]ﾊﾝﾄﾞﾙの回転方向と上下移動が異なることがあります。

B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ）の本体ﾊﾟﾈﾙに印刷された「“   ”, “   ”」ﾏｰｸと実際の移動方向が矛盾した場

合に、移動方向を切り換えるための機能です。  

2-5-2-6No.6 [微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁの分解能の選択 

●「[DIP] SWITCH：OFF」:  
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ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.-: 専用 

[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁの分解能の選択: 

0: 100 ﾊﾟﾙｽ / 1 回転 (ﾌﾙｽﾃｯﾌﾟ: 初期値)  

ｽﾃｯﾌﾟ角: 0.36°(初期値) 

 

●「[DIP] SWITCH：ON」:  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.-: 専用 

[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁの分解能の選択: 

1: 50 ﾊﾟﾙｽ / 1 回転 (ﾊｰﾌｽﾃｯﾌﾟ) 

ｽﾃｯﾌﾟ角: 0.36°(初期値) 

この[DIP]ｽｲｯﾁの設定では、[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁを回すことで発生するﾊﾟﾙｽを電気的に分割するもので、ﾓｰﾀ

のｽﾃｯﾌﾟ角自体を変えるものではありません。したがって、ﾓｰﾀの基本ｽﾃｯﾌﾟ角は 0.36°（初期値）で、[DIP]ｽ

ｲｯﾁを切り換えても基本ｽﾃｯﾌﾟ角は変化しません。ﾓｰﾀのｽﾃｯﾌﾟ角の変更は、通信制御の「S：ｺﾏﾝﾄﾞ」でのみ変更

可能です。 

2-5-2-6-1注意 

B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ）と B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）の組み合わせでは、初期値（0.36°／1 ﾊﾟ

ﾙｽ）の場合、計算上[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁを 3.6°回すと 1 ﾊﾟﾙｽ分ﾓｰﾀが回転することになりますが、[微動調整

ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁの回転角が均一でないため実際の動作では、[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁの回転角とﾓｰﾀの回転は一致しま

せんのでご注意ください。 
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2-6B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）の操作 

ここでは、B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）の操作部を使用した操作について解説します。B30201（BIZ-FU 圧

着ﾀｲﾌﾟ）が顕微鏡に正しく装着されていること、接続が正しく行われていることを確認して、下記操作を行っ

てください。 

2-6-1微動と粗動の操作 

粗動操作を行うときは、[粗動調整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁのﾉﾌﾞを使用します。[粗動調整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁのﾉﾌﾞは傾ける角度によっ

て、速度が低速と高速の 2 段階に変化します。焦準操作を行う際、大きく高速で移動したいときは、[粗動調

整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁのﾉﾌﾞを移動したい方向に大きく傾けます。一方、小さく低速で移動したいときは、[粗動調整ｼｬﾄ

ﾙ]ｽｲｯﾁのﾉﾌﾞを少しだけ傾けます。 

 

 

速度設定の初期値は、低速：

250pps、高速：1,500pps、加減

速時間：100msec です。低速と

高速の速度設定は、通信制御の「D

ｺﾏﾝﾄﾞ」で変更可能です。 

微動操作を行うときは、[微動調

整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁを使用します。[微動

調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁを回す速さに対応

して移動速度も変化します。[微

動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁの分解能は、

100 ﾊﾟﾙｽ／1 回転と 50 ﾊﾟﾙｽ／1 回

転のどちらかを DIP SW（No.6）で設定することができます。 

●[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁ 操作時は、「16：ﾊﾞｯｸﾗｯｼｭ補正」は機能しません。 

 

 

 

 

 

粗動 
微動 
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2-6-2 [Home]ｷｰと[Ⅰ]ｷｰ、[Ⅱ]ｷｰの設定 

焦準移動範囲に任意の焦点位置[Ⅰ]、任意の焦点位置[Ⅱ]を設定する際は、最初に観察中の焦点位置[Home]

を設定する必要があります。以下の手順に従って、設定を行ってください。 

 

 

2-6-2-1-1注意 

●焦点位置[Home]と焦点位置

[Ⅰ]、焦点位置[Ⅱ]の設定は、

B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ）

の電源を “OFF”にするとクリア

さ れ ま す 。 設 定 値 は ﾊ ﾟ ﾗ ﾒ ｰ ﾀ 

No.14,15 の値にそれぞれ反映さ

れますが、ﾌﾗｯｼｭ ROM には書き

込まずﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟしません。したがっ

て、電源 OFF の時点でﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.14,15 の値はｾﾞﾛに戻ります。（ﾌﾗｯｼｭ ROM への書き込みは通信から「F：

ｺﾏﾝﾄﾞ」を実行してください。） 

●焦点位置[Ⅰ]、焦点位置[Ⅱ]は、機械的な移動限界よりも必ず手前側に設けてください。また、干渉する可

能性のあるものを稼働範囲に置かないでください。高速移動時に機械移動限界を超え、干渉（衝突）するの

を防止するためです。 

 

①制御ﾓｰﾄﾞ切替えｽｲｯﾁ[Set/Operate]ｷｰを押します。左上の[制御ﾓｰﾄﾞ表示]ﾗﾝﾌﾟが赤く点灯して、設定ﾓｰﾄﾞ「Set

「設定ﾏｰｸ」」になります。 

②初めに焦点位置[Home]を設定します。[粗動調整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁのﾉﾌ（゙または、[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁ）を操作し、

焦点位置[Home]としたい位置に移動します。 

③焦点位置[Home]とする位置まで移動したら[Home]ｷｰを押します。ブザーが鳴り、座標値 “0”が設定され、

この位置が焦点位置[Home]として設定されます。 

④次に焦点位置[Ⅰ]を設定します。[粗動調整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁのﾉﾌﾞ（または、[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁ）を操作し、焦点

位置[Ⅰ]としたい位置に移動します。 

⑤焦点位置[Ⅰ]とする位置まで移動したら[Ⅰ]ｷｰを押します。ブザーが鳴り、この位置の座標値が焦点位置[Ⅰ]

として設定されます。 

⑥次に焦点位置[Ⅱ]を設定します。[粗動調整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁのﾉﾌﾞ（または、[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁ）を操作し、焦点

位置[Ⅱ]としたい位置に移動します。 

⑦焦点位置[Ⅱ]とする位置まで移動したら[Ⅱ]ｷｰを押します。 

焦点位置[Home] 

制御ﾓｰﾄﾞ切替えｽｲｯﾁ 

焦点位置[Ⅱ] 

焦点位置[Ⅰ] 



    

~ 27 ~ 

⑧制御ﾓｰﾄﾞ切替えｽｲｯﾁ[Set/Operate]ｷｰを押し、設定ﾓｰﾄﾞを終了します。左上の[制御ﾓｰﾄﾞ表示]ﾗﾝﾌﾟが消灯して、

操作ﾓｰﾄﾞになります。 

2-6-2-2焦点位置[Ⅰ]及び焦点位置[Ⅱ]を検出すると 

[粗動調整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁのﾉﾌﾞ、または[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁを操作中、設定された焦点位置[Ⅰ]・焦点位置[Ⅱ]を検

出するとﾓｰﾀが回転を停止し移動が止まります。反対方向への移動は可能です。 
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2-6-3焦点位置[Home]へ移動（原点復帰）動作 

前項の「焦点位置[Home]、焦点位置[Ⅰ]・焦点位置[Ⅱ]の設定」で設定した焦点位置[Home]（原点）に移動

したいときは、操作ﾓｰﾄﾞで[Home]ｷｰを押します。現在位置から焦点位置[Home]へは、設定された速度（高

速）で移動します。原点復帰ﾓｰﾄﾞはﾊﾟﾗﾒｰ

ﾀ で 設 定 変 更 可 能 で す が 、 B30201

（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）を使用の場合、原

点復帰ﾓｰﾄﾞは初期値の“9”でご使用くだ

さい。 

2-6-3-1焦点位置[Home]へ移動（原点

復帰）動作の中断 

焦点位置[Home]へ移動（原点復帰）開

始後、再度[Home]ｷｰを押すと焦点位置

[Home]へ移動（原点復帰）を中断する

ことができます。ただし、通信（「H：」ｺﾏﾝﾄﾞ）により焦点位置[Home]へ移動（原点復帰）を開始した場合

は、[Home]ｷｰを押しても中断することはできません。通信による焦点位置[Home]へ移動（原点復帰）を行っ

た場合は、停止ｺﾏﾝﾄﾞ「L：」または、非常停止ｺﾏﾝﾄﾞ「E：」により停止してください。 

2-6-4焦点位置[Ⅰ]へ移動（原点復帰）動作 

前項の「焦点位置[Home]、焦点位置[Ⅰ]・焦点位置[Ⅱ]の設定」で設定した焦点位置[Ⅰ]に移動したいときは、

操作ﾓｰﾄﾞで[Ⅰ]ｷｰを押します。現在位置から焦点位置[Ⅰ]へは、設定された速度（高速）で移動します。 

2-6-4-1焦点位置[Ⅰ]へ移動動作の中断 

焦点位置[Ⅰ]移動開始後、再度[Ⅰ]ｷｰを押すと焦点位置[Ⅰ]へ移動動作を中断することができます。 

2-6-5焦点位置[Ⅱ]へ移動動作 

前項の「焦点位置[Home]、焦点位置[Ⅰ]・焦点位置[Ⅱ]の設定」で設定した焦点位置[Ⅱ]に移動したいときは、

操作ﾓｰﾄﾞで[Ⅱ]ｷｰを押します。現在位置から焦点位置[Ⅱ]は、設定された速度（高速）で移動します。 

2-6-5-1焦点位置[Ⅱ]へ移動動作の中断 

焦点位置[Ⅱ]移動開始後、再度[Ⅱ]ｷｰを押すと焦点位置[Ⅱ]への移動動作を中断することができます。 

焦点位置[Home] 
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2-6-6焦点位置[Ⅰ]・焦点位置[Ⅱ]（ｿﾌﾄﾘﾐｯﾄ）の解除法 

焦点位置[Ⅰ]・焦点位置[Ⅱ]の設定は以下の手順により解除することができます。 

①[Set/Operate]ｷｰを押します。 

②左上の[制御ﾓｰﾄﾞ表示]ﾗﾝﾌﾟが赤く点灯して、設定ﾓｰﾄﾞ「Set「設定ﾏｰｸ」」になります。 

③移動しない状態（「粗動 調整.」および、[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁは動かさない）で、[Ⅰ]ｷｰ・[Ⅱ]ｷｰを一回ずつ

押す（焦点位置[Ⅰ]・焦点位置[Ⅱ]とも同じ座標値を書き込む）。 

④[Set/Operate]ｷｰを押します。 

⑤左上の[制御ﾓｰﾄﾞ表示]ﾗﾝﾌﾟが消灯して、焦点位置[Ⅰ]・焦点位置[Ⅱ]は解除されます。 

焦点位置[Ⅰ]・焦点位置[Ⅱ]とも同じ座標値を書き込むと、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.14,15 にはそれぞれ自動的にｾﾞﾛが書き

込まれ、[Ⅰ]ｷｰ・[Ⅱ]ｷｰが機能しなくなります。（通信では、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.14,15 の値にｾﾞﾛ以外の数値を設定する

ことはできません。）  

2-7主な仕様 

2-7-1一般仕様 

2-7-1-1B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ） 

ﾓｰﾀ：5 相ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾀ／5 線式ﾍﾟﾝﾀｺﾞﾝ結線 

ﾓｰﾀｹｰﾌﾞﾙ長：約 1m 

質量：0.5kg 

材質：樹脂 

周囲温度／湿度：10～40℃／20～80%RH（結露不可） 

2-7-1-2B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ） 

電源入力部：専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ用ｼﾞｬｯｸ及び DC24V 端子[注 2] 

専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ部： AC100V-240V 

電源電圧範囲：電圧範囲：DC24V±10%、電流容量：2.5A 以上、許容ﾘｯﾌﾟﾙ電圧：400mVp-p 以下でｻｰｼﾞ

等がないこと。 

※これらの条件がすべて満たされていない場合、破損の可能性があります。 

周囲温度／湿度：10～40℃／20～80%RH（結露不可） 

外形寸法（WxDxH）：80x160x100（mm）（突起物含まず） 

質量：1.5kg 
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2-7-2性能仕様 

制御軸数：1 軸 

当社製適合機種：B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ） 

ﾏﾆｭｱﾙ操作機能：[微動調整ﾀﾞｲﾔﾙ]ｽｲｯﾁによる微動、[粗動調整ｼｬﾄﾙ]ｽｲｯﾁのﾉﾌﾞによる粗動、焦点位置[Home]（原

点）設定、焦点位置[Ⅰ]・焦点位置[Ⅱ]設定、焦点位置[Home]移動（原点復帰）、焦点位置[Ⅰ]・焦点位置[Ⅱ]

移動、[Set/Operate]ｷｰ ﾓｰﾄﾞ切替え 

ﾘﾓｰﾄ制御機能：ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄ移動、ｽﾃｯﾌﾟ移動、ｼﾞｮｸﾞ移動、原点復帰などの操作と速度、ｽﾃｯﾌﾟ角、座標値、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

等の各種設定が可能 

通信ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ：RS-232C 

1 回の最大ﾊﾟﾙｽ出力数：16,777,215 ﾊﾟﾙｽ 

座標範囲：-99,999,999～+99,999,999 

加減速時間指定範囲[注 1]：1～1,000msec 

原点復帰方式：10 種類の原点復帰ﾓｰﾄﾞが選択可能 

駆動電流：0.75A／相 

駆動方式：5 相ﾍﾟﾝﾀｺﾞﾝ結線ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ定電流方式 

ﾘﾐｯﾄｾﾝｻ論理：本体の DIP SW で設定 

ｽﾃｯﾌﾟ角：ﾌﾙｽﾃｯﾌﾟ（0.36°）／ﾊｰﾌｽﾃｯﾌﾟ（0.72°）[注 1] 

自動ｶﾚﾝﾄﾀﾞｳﾝ：ﾓｰﾀ停止時駆動電流を自動的に移動時の 50％に低減（50％ｶｯﾄ約 0.1sec 後）ｶｯﾄまでの時間、

ｶｯﾄ割合共に変更不可 

注 1：ﾘﾓｰﾄ制御でのみ設定および動作が可能 

注 2：外部電源 DC24V を供給する場合、電源電圧範囲を超える電圧で使用したり、極性を誤ったりした場

合、正常に動作しないばかりでなく破損する恐れがあります。 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ接続ｼﾞｬｯｸは専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ以外と

接続することができません。専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ以外を接続すると故障や破損の原因となります。専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟ

ﾀ以外を使用し故障に至った場合は、保証対象外となりますので予めご了承ください。 

2-8通信仕様 

2-8-1RS-232C 

2-8-1-1RS-232C 通信設定 

ﾎﾞｰﾚｲﾄ：38400／4800／9600／19200 ：ﾊﾟﾗﾒｰﾀで設定（No.53）。出荷時の設定（初期値）について

は「ﾊﾟﾗﾒｰﾀ」をご覧ください。 

ﾃﾞｰﾀ長：7 ﾋﾞｯﾄ／8 ﾋﾞｯﾄ   ：同上 
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ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ：1 ﾋﾞｯﾄ／2 ﾋﾞｯﾄ   ：同上 

ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ：奇数／偶数／無   ：同上 

ﾌﾛｰ制御：なし    ：変更不可 

ﾃﾞﾘﾐﾀ：CR+LF／CR／LF   ：ﾊﾟﾗﾒｰﾀで設定（No.51） 

ｺﾈｸﾀ形式：D-sub 9 ﾋﾟﾝ ｵｽ   ：- 

2-8-1-2RS-232C ｺﾈｸﾀ配列表 

ﾋﾟﾝ No.：1  ：2  ：3   ：4  ：5  ：6  ：7  ：8  ：9 

信号名  ：-  ：TxD：RxD：DSR：GND：DTR：CTS：RTS：- 

 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続する RS-232C ｹｰﾌﾞﾙには、ACB-RS-2（別売）、または市販の 9pin［ﾒｽ-ﾒｽ］全結線ｽﾄﾚｰﾄﾀｲﾌﾟ

を使用してください。市販の RS-232C ｹｰﾌﾞﾙを使用する場合は、ｼｰﾙﾄﾞが施された良質のｹｰﾌﾞﾙを使用し、長さ

は 5m 以下のものを使用してください。 

2-8-1-2-1注意 

以下のようなｹｰﾌﾞﾙを使用すると誤動作の原因となります。  

●5m を超えるｹｰﾌﾞﾙ 

●粗悪品ｹｰﾌﾞﾙ 

●ｼｰﾙﾄﾞが施されていないｹｰﾌﾞﾙ 
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3章 付録 

3-1ｺﾈｸﾀ仕様 

3-1-11. B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ）「Motor」ｺﾈｸﾀ（ﾓｰﾀ駆動出力ｺﾈｸﾀ） 

日本航空電子工業 D02-M15SAG-13L9 相当品（小型 D-sub 15 ﾋﾟﾝ） 

 

 

ﾋﾟﾝ No. 内容   入出力方向 

1 ﾓｰﾀ B 相（青）  出力 

2 ﾓｰﾀ D 相（赤）  出力 

3 ﾓｰﾀ A 相（橙）  出力 

4 ﾓｰﾀ C 相（緑）  出力 

5 ﾓｰﾀ E 相（黒）  出力 

6 ｾﾝｻ用電源（+5V）  出力 

7 （+）CW ﾘﾐｯﾄ  入力 

8 （-）CCW ﾘﾐｯﾄ  入力 

9 ｾﾝｻ用ｺﾓﾝ（GND）  - 

10 原点   入力 

11 原点前   入力 

12 N.C.   - 

13 電磁ﾌﾞﾚｰｷ制御  出力 

14 電磁ﾌﾞﾚｰｷ制御  出力 

15 保安用ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ  - 
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●ｾﾝｻ用電源（＋5V）は、ｽﾃｰｼﾞｾﾝｻ専用の電源です。この電源を他の目的に使用するとｽﾃｰｼﾞｾﾝｻ誤動作の原因

となることがありますのでおやめください。 

●ﾓｰﾀ出力の（ ）内の色は、当社製ｽﾃｰｼﾞに使用しているﾓｰﾀ線の色です。  

●13、14 番ﾋﾟﾝは、当社独自の電磁ﾌﾞﾚｰｷ制御に使用しています。これ以外の目的に使用することはできませ

ん。  

3-1-22. B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）ｺﾈｸﾀ（ﾓｰﾀ駆動入力ｺﾈｸﾀ） 

 

 

ﾋﾟﾝ No. 内容   入出力方向 

1 ﾓｰﾀ B 相（青）  入力 

2 ﾓｰﾀ D 相（赤）  入力 

3 ﾓｰﾀ A 相（橙）  入力 

4 ﾓｰﾀ C 相（緑）  入力 

5 ﾓｰﾀ E 相（黒）  入力 

6 N.C.   - 

7 N.C.   - 

8 N.C.   - 

9 N.C.   - 

10 N.C.   - 

11 N.C.   - 

12 N.C.   - 

13 N.C.   - 

14 N.C.   - 

15 N.C.   - 

3-2安全上の定期点検 

本製品を安全に使用するため、以下の項目を定期的に点検してください。 

●点検を行うときは本体の電源を“OFF”して、電源ﾌﾟﾗｸﾞをｺﾝｾﾝﾄから抜いてください。電源を“ON”にして行う

必要のある項目は、感電などに十分注意してください。 
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点検する場所／点検内容／異常の場合の処置 

●各ｹｰﾌﾞﾙ／ 

折れ、ｷｽﾞ、切断はないか／ 

異常が認められた場合、新しいｹｰﾌﾞﾙへの交換が必要です。お買い上げの販売店にご相談ください。 

●ｺﾈｸﾀ、端子／ 

緩み、曲がり、破損はないか／ 

緩んでいる場合はしっかりと差し込み固定してください。曲がりや破損の場合は、交換が必要です。お買い

上げの販売店にご相談ください。 

●B30202、B30201／ 

異音、異臭、発煙や異常な発熱は無いか／ 

異常を感じたときはすぐに使用を中止し、電源ﾌﾟﾗｸﾞをｺﾝｾﾝﾄから抜いて、お買い上げの販売店にご相談くださ

い。 

●B30202／ 

放熱用ｽﾘｯﾄがほこりや他の物で塞がれていないか／ 

定期的に清掃してください。 

 

ｹｰｽに緩みはないか／ 

ﾈｼﾞが緩んでいるときは締めなおしてください。 

 

B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ）、B30201（BIZ-FU 圧着ﾀｲﾌﾟ）からの異音、異臭、発煙、発熱などの異常の

場合は、火災、火傷、感電などの恐れがありますので、すぐに使用を中止し、電源ﾌﾟﾗｸﾞをｺﾝｾﾝﾄから抜いて、

お買い上げの販売店にご相談ください。 

3-3保証と修理／その他 

3-3-1保証と修理 

3-3-1-1■保証について 

●保証期間中に万一故障した場合は、下記の当社規定に基づき無償修理致します。 

3-3-1-2■無償保証規定 

保証期間 

B30201：工場出荷時より 3 年間 
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B30202：工場出荷時より 1 年間 

（1）取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従って正常な使用状態で故障した場合は、無償修理致します。 

（2）この保証期間は日本国内においてのみ有効です。輸出された製品については、保証対象外となります。 

（3）保証期間内でも次の様な場合には、有償となります。 

●使用上の誤り、または不当な修理や改造によるもの。 

●お買上げ後の落下などによる故障および損傷。 

●火災、地震、水害、落雷その他の天災地変、公害や異常電圧による故障および損傷。 

●事前に当社が保証範囲外と定めている場合。 

●ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘの交換 

3-3-1-3■保証期間中の修理 

●お買い上げの販売店・商社までご連絡ください。 

3-3-1-4■保証期間が過ぎてしまった場合の修理 

●保証期間が過ぎてしまった場合でも、お買い上げの販売店・商社にご相談ください。故障の状態により有

償にて修理致します。その際、修理期間の短縮、修理内容を確実にするために以下の事項をお知らせくださ

い。 

（1）購入年月日、製品名、製造番号 

（2）お客様の具体的な使用方法 

（3）具体的な故障内容 

（4）故障の原因となったと思われる点 

●補修用のほとんどの部品は、製造打ち切り後から最低 6 年間は在庫致します。この期間を経過した後の修

理については、修理をお受けできない場合があります。また、部品の配給ﾒｰｶｰの都合により、この条件に満

たない場合もありますので、予めご了承ください。  

3-3-2保守について 

3-3-2-1■ﾊﾟﾗﾒｰﾀ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ保存用ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘについて 

B30202（BMC-BIZ-FU ｺﾝﾄﾛｰﾗ）は、ﾊﾟﾗﾒｰﾀやﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの保存にﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘを使用しております。通常、ﾌﾗｯｼｭﾒﾓ

ﾘの書き替え回数は、10 万回となっております。10 万回超えると書き替え能力が劣化し、書き替えができな

くなるなどの不具合が発生することがあります。このような場合は、お買い上げの販売店へご依頼ください。 
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3-3-2-2■お手入れ 

●本体や操作部の汚れは、柔らかい布に薄めた中性洗剤を湿らせ良くしぼって拭いてください。  

3-3-3環境上のお願い 

3-3-3-1■ご使用にならないときは 

本製品やﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀをご使用にならないときは、必ず電源切ってください。また、長時間使用しないときは、

電源ﾌﾟﾗｸﾞをｺﾝｾﾝﾄから外してください。 

3-3-3-2■製品、付属品、梱包材の処分について 

本体、ｹｰﾌﾞﾙ類を廃棄するときは、不燃物（産業廃棄物）として処分してください。また、本製品が入ってい

た箱、緩衝材、ﾋﾞﾆｰﾙ袋などは、各居住区で定められた方法で処分してください。 
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本取扱説明書に記載された内容は予告無しに変更する場合がありますのでご了承ください。また、製品につ

いても改良のため予告無しに変更することがありますのでご了承ください。  
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